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奈良県立医科大学附属病院で診療を受けられた皆様へ 

当院では、以下の臨床研究を実施しておりますのでお知らせいたします。 

下記の概要についてご確認いただき、情報が当該研究に用いられることについて患者

さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には、情報を用いません

ので、以下の「問合せ先」までお申し出ください。その場合でも患者さんに不利益が生

じることはありません。 

下記の研究は、奈良県立医科大学医の倫理審査委員会（以下、「倫理審査委員会」と略

します）で審査され、研究機関の長の許可を得て行います。 

 

① 研究課題名 黄斑円孔自然閉鎖の観察研究 

② 研究期間 実施承認日から ２０２４年１月３１日 

 

③ 対象患者 対象期間中に当院で黄斑円孔と診断され自然閉鎖したもしくは手術加

療を行った患者さん 

④ 対象期間 ２０１３年４月１日 から ２０２２年１０月３１日 

 

⑤ 研究機関の名

称 

末尾参照 

⑥ 研究責任者 氏名 　　後岡　克典 所属 　　眼科 

⑦ 使 用 す る 試

料・情報等 

研究対象者について、下記の臨床情報を診療録より収集します。 

① 臨床所見（患者番号、初診日、年齢、罹患眼の左右、性別、眼疾

患既往、症状出現から黄斑円孔診断に至るまでの期間、手術予定

日、自然閉鎖判明日、診断から自然閉鎖を認めるまでの期間） 

② 眼科的所見（視力、眼圧、眼軸長、OCTによる網膜断層写真とアン

ギオグラフィー） 

⑧ 研究の概要 特発性黄斑円孔は視機能にとって重要な網膜中心窩部に生じる円状の

孔であり、発生すると視力低下、中心暗点、変視症を生じ、患者様の

生活の質を低下させる病態です。手術加療にて閉鎖を行うことが一般

的ですが、まれに加療せず自然経過にて閉鎖する場合があります。こ

れまでどのような症例において円孔自然閉鎖を来すのかについての大

規模な調査や予後に関して検討した報告は、ほとんどありません。本

研究では、特発性黄斑円孔の自然閉鎖症例における閉鎖頻度、視力予

後、網膜の形態学的特徴について手術加療を行った症例と比較・解析

することで、自然閉鎖の予測因子を明らかにし、手術加療を必要とし

ない患者様を予測することで、患者様の負担を低減することを目的と

します。 

⑨ 倫理審査 倫理審査委員会承認日  2 0 2 3 年  7 月  2 5 日 
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⑩ 研究計画書等

の閲覧等 

研究計画書及び研究の方法に関する資料を他の研究対象者等の個人情

報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で入手又は閲覧できま

す。 

詳細な方法に関しては以下⑬の問い合わせ先・相談窓口にご連絡くだ

さい。 

⑪ 結果の公表 学会や論文等で公表します。個人が特定されることはありません。 

⑫ 個人情報の取

扱い 

カルテ ID や氏名などの個人情報を研究用 ID に置きかえて使用するた

め、あなたの個人情報が外部へ漏れることはありません。カルテ IDと

研究 IDの対応表は厳重に研究責任者において管理されます。 

研究の成果は、学会や学術誌などで公表されますが、この場合も、個

人が特定される情報が公開されることはありません。 

データの提供は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で電子的

配信によって行います。 

⑬ 問 い 合 わ せ

先・ 

相談窓口 

　眼科 担当者：　後岡克典 

電話 　　0744-29-8884 FAX 　0744-23-8032 

Mail     ganka@naramed-u.ac.jp 

 

 

研究体制 

 

研究代表者：奈良県立医科大学 眼科 後岡 克典 

 

研究参加施設と研究責任者 

秋田大学医学部附属病院 眼科 岩瀬 剛  

鹿児島大学病院 眼科 寺崎 寛人  

久留米大学病院 眼科 吉田 茂生  

滋賀医科大学医学部附属病院 眼科 柿木 雅志  

市立札幌病院 眼科 木下 貴正  

信州大学医学部附属病院 眼科 平野 隆雄 

筑波大学附属病院 眼科 森川 翔平  

徳島大学病院 眼科 三田村 佳典 

名古屋市立大学病院 眼科 平野 佳男 

福井大学医学部附属病院 眼科 阿部 優樹 

防衛医科大学校病院 眼科 神田 貴之 

三重大学医学部附属病院 眼科 加藤久美子  

 山口大学医学部附属病院 眼科 木村 和博 

   

  


